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【目的】ヒ ト精子 の染色体異常率は ，ハ ム ス ター

卵に受精させた ヒ ト精子の 染色体分析により検討

され ， aneuploid 　rate はO．7〜5％と報告されて い

る。しか しこ の 方法で は受精能の な い 精子 は除外

されてお り全精子の aneuploid 　rateは反映 して い

な い。そ こでFISH法を用 い で精子 の aneuploidy を

検索 し，精子形成過程での 不分離の 率を検討 した。

【方法】健康男子の 6例か ら得た精子をFISH法を用

い て染色 し ， 各症例とも3，000個の精子につ い て染

色体No．1， 17， 18，　X，　Yの数を算定 した 。 6例の年

令は ， 21才 1例 ， 22才 2例 ， 23才 3例で ， 精液量 ，

精子数 ， 奇形率ともに正常範囲内であっ た 。 使用

したDNAプロ ーブは 跏 cor 社の DIZ5，
　 D17Z1，　D　18Z1，

D21z1／D13z1，　 Dxzl，　 DYz3を用い ，
　 disombTとdip−

loidyの鑑別には D18Z1／D17Zlのカクテ ル とD21Zl

／D13Z1プロ
ーブを用 い た。 【成績】各DNAプ ロ

ー

ブを用い た染色で蛍光ス ポッ トが 2個以上認め られ

た異常精子の数は ， 染色体No．1 ；O．64％，　 No，17 ；

0，66％，No，18；0，60％，
X ；O．28％，Y ；0．27％であ

っ た 。 また ， disomic　Spermとdiploid　sperm の鑑

別で はNo．18／17で はdisomSr；O．365％，　 diploidy

；0．266％ ， No．21／ 13で はdisorrbT；0．352％，dip−

10idy；0．258％であ っ た。 【結論 】これらの結果

か ら精子染色体の hyperhapヱoid 　rate を求める と約

8．5％とな り， 常染色体（No．1，　 No．17，　 No．18）と性

染色体（XおよびY）にお い て異常率の 差は認めなか

っ た。ま た ， ヒ ト精子形成過程で の減数分裂に お

い て は不分離率は各染色体で 同頻度である こ とが

確認された 。 受精能の な い精子 を含めると染色体

異常精子 の率は従来考え られ た率よりも高い こ と

が示され ， とくに受精能を欠 く精子の染色体異常

率は きわめ て高い こ とが示唆さ れ た 。

［ 目的 ］夫 リ ン パ 球 を用 い た 免 疫 療法 に よ b 自己

抗体 の 産 生 が 誘発 さ れ ．妊娠 の 予後 に も悪影 響 を

及 ぼ す可 能性 を指摘 す る 報告 が あ る 。今 回 ，我 々

は免 疫 療 法例 の 自 己 抗体 を 経 時 的に 測 定 し，ア ロ

抗原 刺激 で あ る免疫 療法 が 自 己 の 抗 原 に 対 す る 免

疫応 答性 を 修飾 す る の か ど うか ，妊 娠 の 予 後 と の

関連性 に 癒 い て 検 討 し た 。 ［方 法 ］対 象 は ，免疫

療法 前 に は 抗核抗 体（1），抗 DNA 抗 体   ，抗 カ ル ジ

オ リ ピ ン 抗 体  ，抗 フ ォ
ス フ ァ チ デ ィ ル セ リ ン 抗

体   ），海 よ び ル
ー プ ス ァ ン チ コ ア グ ラ ン ト（V）を認

め な か っ た 原因不 明反復 流 産 48例 で あ る。 2 週間

隔 ．計 3 回 の 夫 リ ン パ 球接種 を施行 し ， 3 回 目 の

接種 時 に 採 血 し た 。 ま た ，妊娠 の 成 立 し た 30例

（妊 娠維 持 25例 ，流産 5 例 ）で は ，さ ら に 妊娠 12

週 ま で の 2 週 毎 の 追加 免疫時 ，あ る い は 流産 時 に

も採 血 し た 。 得 ら れ た 血清 お よ び 血 漿 を ，蛍 光抗

体 間接法（1），ELISA 法 （ll，皿，　 IS「），希釈 プ ロ ト 卩

ビ ン 時 間法 （V）を 用 い て 検索 した 。 ［成績 ］妊娠 前

の 免 疫療 法 に よ っ て ，1，聾 が 陽 性化 し た 症例 は 認

め な か っ た 。皿 （IgM ），　N （IgM ）も よ び V は ，各

々 4 例， 3 例 ， 3 例 で 陽性 化 し た が 2 週後 の 再検

時 に は 陰性 と な っ た 。 妊娠 の 成立 し た症例に 捨 い

て は ，皿 （lgG ，　lgM ）各 々 1 例 ，2 例 ，1V（IgM ）

1例 ，V3 例 が 陽性化 し た が ， 同様 に 再 検時 に は

陰 性 で あ っ た 。 ま た ， こ れ ら 抗体 の 有 無 と妊娠 の

予 後 と の 関連性 は 認 め られ な か っ た 。 ［結論 ］我

々 の 施 行 し て い る 夫 リ ン
パ

球接種法 で は ，検 索 し

得 た 抗 リ ン 脂質抗 体 を含 む 自 己 抗体 の 産 生 が 誘発

さ れ る こ とは な か っ た。 し た が っ て ，免 疫 療法例

の 妊娠 の 予 後 は ，特異 的 に 誘 導 さ れ る 夫 リ ン パ 球

抗原 に 対 す る抗体 の 産 生 性 に 左 右 さ れ る こ と が 確

認 さ れ た 。
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